
〜経営革新を推進する先人から学ぶ〜

トップセミナーの
ご案内

日  時

会  場

定  員
対  象
参加料

「JMAC トップセミナー」は、JMAC と経
営トップ層を繋ぐ情報機関誌「Business 
Insights」にご登場いただいた経営トップ
層の方々を講師にお招きし、実際に改革を
断行していく苦難や成功体験をお話しいた
だく経営トップ向けセミナーです。
本セミナーを通し、参加者の皆様に革新・
価値創造のヒントとなる視点や考え方を提
供させていただくことを目的としています。

15：00 〜 15：10

15：10 〜 15：50

16：00 〜 16：50

16：50 〜 17：20

17：30 〜 18：30

■開催概要・スケジュール
　開会挨拶 Business Insights 編集長　大石 誠

ステーションコンファレンス東京

50 名様（お申込み順）

経営トップ層、部門長の方々

10,800 円（税込）

2015 年9月18日（金曜日）
15:00 〜 18:30

今回は
花王株式会社　澤田 道隆 氏をお迎えし

　オープニングセッション　経営構造転換センター長　松田 将寿

　基調講演　「本質を捉え、イノベーションを起こし続ける」
　　　　　　花王株式会社　代表取締役社長執行役員　澤田 道隆 氏
　質疑応答・双方向意見交換　コーディネーター　代表取締役社長　鈴木 亨

　参加者交流

■ セミナー内容・キーワード
● 経営トップの葛藤や思い
● 持続成長し続ける企業になるための経営者の視点
● これから経営トップになられる方々に向けたメッセージ　など

株式会社日本能率協会コンサルティング　企画営業本部　トップセミナー事務局
TEL : 03-5219-8058 　FAX：03-5219-8069　　E-mail : jmac_topseminar@jmac.co.jp
http://www.jmac.co.jp

「本質を捉え、イノベーションを起こし続ける」
と題しお話しいただきます。



2015 年 9月 18日開催　JMACトップセミナー

◆お申込み前に必ずお読みください。
　・定員になり次第締切とさせていただきます。
　・お申込み後のキャンセルは、開催日の前々日（土 /日 /祝日を除く）までに事務局にご連絡ください。
　・諸事情により開催を中止させていただく場合がございますので、あらかじめご了承ください。

※本個人情報は、弊社事業活動におけるセミナー、イベント、アンケートのお願いなどに活用させていただくことがあります。
※弊社は、記載いただいた個人情報を適切に取り扱い、細心の注意をもって管理し、第三者への提供は行いません。
※セミナー参加者情報を訂正、削除を希望される場合は、弊社問い合わせ窓口までご連絡ください。

「Business Insights」とは
本誌は、革新・価値創造等に向けての経営のヒントとなるような視点や考え方を提供していく
ことを目的に、2003 年 9 月に創刊した JMAC と経営トップ層を繋ぐ情報機関誌です。
過去のトップインタビューはこちらからご覧ください
>>　http://www.jmac.co.jp/insights/

基  調  講  演

本質を捉え、イノベーションを起こし続ける

澤
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隆 氏 プロフィール

お申込み方法

1955 年　大阪府生まれ

1981 年　大阪大学大学院工学研究科修了　花王株式会社入社

2006 年　研究開発部門副統括　執行役員

2012 年　代表取締役社長執行役員　現任

　　Web からのお申込み http://www.jmac.co.jp/seminar/open/
　　 FAX：03-5219-8069 （下記申込書にご記入のうえ、送付ください。）

申　込　書

貴社名 役職名

部署名 氏名（フリガナ）

ご住所 （〒　　　　−　　　　）

TEL 　　　　　　−　　　　　　− FAX 　　　　　　　−　　　　　　−

E-Mail 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠

■会場案内

ステーションコンファレンス東京
住所：〒 100-0005 東京都千代田区丸の内 1-7-12 サピアタワー
TEL：03-6888-8080（代表）

○ JR 東京駅日本橋口直結
　新幹線日本橋口改札徒歩 1分、八重洲北口改札徒歩 2分
○東京メトロ東西線大手町駅 B7出口直結

○ビル内の時間貸し駐車場をご利用ください。

電車で

お車で

お問い合わせは 株式会社日本能率協会コンサルティング　企画営業本部　トップセミナー事務局
TEL : 03-5219-8058 　FAX：03-5219-8069　　E-mail : jmac_topseminar@jmac.co.jp
http://www.jmac.co.jp

大石：現役時代のご経験から、目標を達成

し結果を出すために何が必要だと思われま

すか。

原田：ジャンプはたった２本、そこで結果

を出さなければなりません。最初から 100

点を目指す練習では勝てません、120 点を

取るための準備が必要です。120 点を取る

力がないとオリンピックでメダルを取るこ

とはできないんですね。

　私の現役時代は今と違い情報がなく、とに

かく国内外のライバルの事が気になって仕方

がなかった。今頃ライバルはランニングして

いるかもしれない、ヨーロッパの選手は想像

を超えた練習をしているかもしれない。そん

な不安を打ち消すために陰で練習をする、徹

底的に考えるということを積み重ねてきまし

た。そうやって 120％の準備をするプロセス

が自信に繋がっていきました。

　また、コンディショニングという当日に

100％の力を持ってくるトレーニングも行

います。試合当日はさまざまな天候の中で、

信号が青になったらとにかくスタートしな

ければなりません。どんな状況でも自分自

身に勝つことが求められます。流れを引き

込む力、プレッシャーを楽しむくらいの気

持ちがなければ、大きな舞台で結果を出す

ことはできないのです。

大石：選手時代どのようにプレッシャーと

向き合われていたのでしょうか。

原田：当時は周りの選手が闘志むき出しの

人たちばかり、そうやって皆が自分を鼓舞

して“尖って”いましたね。ひとつの道を

進むとき、自分をしっかり持っていること、

プレッシャーを利用するくらいの気持ちの

強さがなければ極めることはできません。

　私はどんどんマスコミに出ていって自ら

プレッシャーをかけました。成績によって

は、様々な反応もありましたが、オリンピッ

クという大きな舞台で存在感を示すために

は、それくらいの気持ちがないと勝てない

と思います。大きなプレッシャーの中で結

果を出すこと、もし失敗したとしても、そ

こには多くの学びがあり大切な自分の財産

になります。

　時代の変化もありますが、今はネットで

検索するとライバルの練習内容なども簡単

に知ることができて、安易にその情報を信

じて表面的な思考になり、精神的な甘さに

も繋がっていると思います。最近ではプ

レッシャーを掛けないような傾向もありま

すが、プレッシャーを避けるようならば、

いざという舞台で結果を出すことはできな

い。プレッシャーを乗り越えて初めて厳し

い接戦を勝ち抜くことができるのです。

　今も現役の葛西選手（土屋ホーム）は経

験も豊富で素晴らしいジャンパーですが、

若い選手が「葛西さんすごいな」と言います。

その時点で自分自身に負けているのです。

リスペクトする気持ちは必要ですが、自分

の父親世代にいつまでも負けていてはいけ

ないという気概を持って向かっていって欲

しいと思います。
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120点を取る準備がなければ
結果は出せない

プレッシャーで自分を
奮い立たせる！

プレッシャーは自分を高める武器

第 ２ 回
1968年5月9日北海道生まれ。東海大学付属第四高等学校卒業後、雪印乳業
に入社。小学校3年からスキージャンプを始め、上川中学校時代に全国優勝。
1990年代以降日本を代表するスキージャンプ選手として活躍。1992年アル
ベールビル、1994年リレハンメル、1998年長野、2002年ソルトレイクシ
ティ、2006年トリノと5回の冬季オリンピックに出場。オリンピック、世界
選手権を通して9個のメダルを獲得。2006年の現役引退後は、雪印メグミル
クスキー部コーチの傍ら、解説者としても活躍。2014年春監督に就任。

人間集団である組織を動かし成果を出す。それはスポーツの世界にも通じま
す。天候や風向きなど自然の条件で競技するスキーのジャンプ競技。一見す
ると派手な印象がありますが、メンタルな強さも求められるデリケートな競
技です。監督は選手の個性を尊重し、「技術と精神の両面の良き相談相
手」。選手はジャンプ台で「最高なパフォーマンス」を発揮するための努力
を求められます。今回の「顔」は選手としてオリンピックに出場し、現在は
雪印メグミルクスキー部監督である原田雅彦さんにフォーカスしました。

備のプロセスで自分を追い込み競技に臨んでいた選手時代の原田雅彦さん。
いろいろなコメントでメディアを賑わせていましたが、これも原田流のプレッ

シャーのかけ方であったことがわかりました。オリンピックの大舞台でジャンプ台に
立つと、あとは自分自身との勝負になります。その瞬間で最高の成績を出すためにも、
不断の準備が必要であることを理解しました。ビジネスの世界でもプレッシャーはあ
ります。そのプレッシャーに勝つために、どこまでの準備をしているか。考えさせら
れるコメントでした。

準
大石誠 のここが Point

雪印メグミルク株式会社
スキー部監督

原田 雅彦氏
（はらだ・まさひこ） 

18 iik塾

20 顔 -第 2回 - 

06 BUSINESS ON VALUE

高品質なものづくりで
高付加価値ビジネスを展開

株式会社セイバン

14 MANAGEMENT BASE

「自分事」だと気づいたときに
人と組織は強くなる

株式会社池田模範堂

10 Human&Organization

「もう一段高いレベルの成長」を
支える人づくり

三菱電機株式会社
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「Business　Insights」とは
本誌は、革新・価値創造等に向けての経営のヒントとなるような、視点や考え方を提供していく
ことを目的に、2003年9月に創刊したJMACと経営トップ層を繋ぐ情報機関誌です。 
過去のトップインタビューはこちらからご覧ください>>
http://www.jmac.co.jp/insights/

株式会社日本能率協会コンサルティング　企画営業本部　トップセミナー事務局
TEL : 03-5219-8058  　FAX：03-5219-8069　　E-mail :  jmac_topseminar@jmac.co.jp
http://www.jmac.co.jp

お問い合わせは

※本個人情報は、弊社事業活動におけるセミナー、イベント、アンケートのお願いなどに活用させていただくことがあります。
※弊社は、記載いただいた個人情報を適切に取り扱い、細心の注意をもって管理し、第三者への提供は行いません。
※セミナー参加者情報を訂正、削除を希望される場合は、弊社問い合せ窓口までご連絡ください。

Webからのお申込み http://www.jmac.co.jp/seminar/open/
FAX：03-5219-8069 （下記申込書にご記入の上、送付ください。）　お申込み方法

貴社名 役職名

申　込　書

部署名 氏名（フリガナ）

ご住所

TEL FAX

E-Maiｌ

・定員になり次第締切とさせていただきます。
・お申込み後のキャンセルは、開催日の前々日（土/日/祝日を除く）迄にフォーラム事務局までご連絡ください。
・諸事情により開催を中止させていただく場合がございますので予めご了承ください。

◆お申込み前に必ずお読みください。

1952年 岐阜県生まれ。
1975年 広島大学工学部発酵工学科卒業、サントリー株式会社入社
2007年 常務取締役就任
2009年 サントリー食品インターナショナル株式会社　専務取締役就任
　　　　　　サントリープロダクツ株式会社　代表取締役社長就任　現任
2012年　　サントリー食品インターナショナル株式会社　取締役副社長就任　現任

氏　プロフィール垣見　吉彦
かき み よし ひこ

2015 年７月 13 日開催　JMACトップセミナー

■会場案内

電車で

一気通貫のチーム力で新価値を創造 !


